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Gastrin,Secretin分泌面からみた大弯側胃管の機能
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大弯側胃管による食道再建症例 の beef extract負荷による内因性 gastrin,secretin分泌動態を負荷後

120分間にわたり観察し,さ らに Secretin分泌に関連して,胃 管の酸分泌能についても各種胃液検査を行

って検討した。その結果,胃 管症例の gastrin値は負荷前,負 荷後120分間 にわたり対照群より高値を呈

したが, Secretin値は低値であった。この gastrinの高値は負荷前は VagotOmyぉよび ShOrt and long

10。P feed back mechanismの破綻が複雑に作用したためによると考えられ,負 荷後は主に壁細胞領域大量

切除によるためと推測された。Secretinの低値は壁細胞領域大量切除に起因したものであろうが Secretin

分泌に関しては今後の検討が必要である。

繁引用語 :食道再建,大 弯側胃管,gastrin,secretin

指  言

食道切除後の再建臓器としては胃,結 腸,小 腸が主に

使用され, とくに本邦では目が多用されている.胃 によ

る食道再建には全胃,半 切胃および大弯側胃管が用いら

れるが,胃 管の作成法は各施設で差があり,そ れぞれの

施設での目管の機能,胃 管症例の術後代謝,栄 養管理に

ついて研究がなされてきたが gaStrin secretin分泌動態

面からの検討は今だ散見されるにすぎない
1ン1教 室で

も右胃動脈も切離 した 胃大網動脈を主な栄養血管 とし

た大弯側に治った極めて細長い胃管で幽門形成術を加え

ないもの (図1)を 好んで使用し, この胃管 の作成法

および機能については逐時報告してきた
3X)5")。
 今 回は

gattrin,secretin分泌動態面から2, 3の 検討を行った

ので報告する。  ｀

検査症例および方法

原発性食道癌症例で食道切除後大弯側胃管で後縦隔経

路で再建し,切 除胃標本で萎縮性胃炎所見が高度でない

症例を撲択し,術 後 6カ 月以上経過し,臨 床的に再発の

兆候なく, 肝腎機能が正常範囲にある症例を対象とし

た。比較対照としては結腸による食道再建,胃 全別後の

右茎空腸移植,RouxtY術 式を検討し, 健 常成人を対照

群とした (表 1).

図 1 大 弯側形成胃管の作成法



表 1 検 討症例

手術々式 症例数 平均年齢

対照 (健常成人) 6 545

食道再建
胃 管 648

結 陽 65.6

胃 全 別
有茎空腸移値 53.4

Roux,Y 62.7
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表 2 Labe‐ Lcmco Beef Extract Code L30
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ml,最 高値は負荷後15分で 296.6±182.7Pg/mlであっ

た。結腸 による再建群 の空腹時値 も 81.5±12.2Pg′mi

と対照群に近い値を塁したが負荷後 の最高値は60分の

191.3±79.4Pg′mlで あった (図2),

胃全all後の前述した二再建術式間では若千有茎空腸移

植群が高値を示したもののほとんど分泌差なく低値であ

った (図3 ) .

図2  食 道再建症例の血清 Ca s t r i n値の変動 (B e e f
E x t r a c t負荷)
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患者は約10時間の絶食ののち, 早朝空腹時採血を行

い,刺激食として OXOid社 製 Lab Lemco Eeef tttract

Code L307)(表2)25gを 微温湯200mlに 溶解し,負荷

後 はできるだけ坐位をとらせて 15,30,毎 】60,9α

120分に採血し,型 どうりに血清を分離し,-40℃ 以下

で凍結保存 した。各血清は採血後 2カ月以内に CIS

(CEA‐lRE‐SORIN)kit,Secretin kit「第‐」 (第一ラ

ジオアイツトープ研究所)を 用いて immun。leactive

gastrin(IRC),illlmunoreactive secretin(IRS)値を■ll

定した。測定に際しては同一検体の dOuble checkを行

い,測 定結果は分散分析法で統計学的に処理した.さ ら

に内因性 Secretin放出に関連して,大 弯測胃管の酸分

泌機能についても各種胃液検査を行い検討した。 |

測定結果

(1)IRC値 :対照群の空腹時値は 72.63±11.04Pg/

mlで 負荷後15分で最高値 177.52±38.57Pg/mlを示し

以後漸減した。胃管群の分泌動態は対照群と類似傾向を

示したが全搬的に高値を示し,空 腹時値 143.1±43.4Pg/

―■―大弯側胃管による再建  ― O― 有茎空腸移植
―●―Rou x‐Y再 建

―E― 大弯側胃管による再建
―A― 対照

図3 胃 全all症例の ga t t r i n
t r a C t負荷)
-3n

―X― 結腸による再建

分泌動態 (Be e f  E x‐
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管症例 の血清
1負荷)

―日―大弯側胃管による再建  ― ▲―対照

(SeCretin kit Lot No.90120090,90320090.)

図 5 結 腸による食道再建症例,お よび胃全別症例

の血清 Sec r e t i n値の変動 (Be e f  E x t r a c t負荷)

…
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―X― 緒腸による再建 ―O― 有茎空腸移植
_●―Roux‐Y
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値 の変動 (Beef (2)lRS値 :対照群の IRS値 は空腹時および負荷

後もパラつきが大きいのが特徴的で,平 均値では負荷後

の分泌元進はほとんど認めなかった。目管群,結 腸によ

る再建群,胃 全別の二術式のいずれも刺激食負荷後の上

昇はみられなかった (図4,5).

(3)大 弯側胃管の外分泌能 (胃液検査成績):刺 激

前は全例無酸であったが, ヒスタミン負荷試験では症例

によっては2tlmEq/L前後の総酸度が得られ,tetragattrin

Ⅲg′kg負 荷では4例中2例 に刺激後 30分で総酸度 50

mEq′L以 上とかなり高い酸度が得られた。しかしなが

ら胃液の PHは 4例中の最低値でも5.5であった (田

6).

考  察

消化管ホルモンの分泌動態を論じる場合,空 腹時値も

ある程度参考となるが,刺 激食負荷後の分泌動態につい

て検討することがその生体の生理的分泌動態をより正確

に反映し,妥 当といえる.刺 激食は通常の食事とかけは

なれたものでなく,い つでも一定の組成のものが入手で

きることなどが考慮された上で選択されるべきである。

gastrinについても各種刺激食投与に よる放出反応の

比較検討結果が報告
7つされているが Lab‐Lemco Beef

Extract Code L30は良好な放出結果を得ている。 一方

secretin放出に関しては,十二指腸内へのエタノール
9)や

PHPl。)11)注入により引き起こされることが報告されて

いるが,十 二指陽内酸性化が最も強力な内因性 Secreばn

分泌刺激であるとされている
12)131このため実験的には

十二指腸内への塩酸注入が最も多く用いられているが,
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実際の日常生活においては特殊な場合を除いて塩酸服用

は行われない。この観点からも通常の食事に近い刺激食

投与による胃内外分泌を介しての Secretin分泌動態の

観察がより生理的といえる.以 上の理由から私どもは刺

激食として beef extractを選択し IRGぉ ょび IRSを

測定した。

まず胃管群の IRC値 であるが,キ 村
1)は
低値で gast_

rin分泌能は低いと報告し,李
2)は
逆 にかなり高値を示

したと述べている。胃管の作製法, 刺激食の差はある

が,私 どもの測定結果は空腹時および負荷後120分の全

時間に対照群より高値を示した。しかしながら増加率を

みると対照群が負荷後 15,30分 に有意 (P<0・05)の 増

加を認めたのに対し,そ の増加率は低値であった。この

ような分泌動態の原因を考えてみるに,ま ず刺激食の酸

分泌中和作用を含めての幽門部停滞時間から幽門形成術

の問題が当然挙げられる.わ れわれの使用している大弯

側胃管には前述したように幽門形成術が付加されていな

いが, 教室岩井
6)の
米飯パリウムを用いた検討で胃管内

通過時間は平均25分であり, G‐cell領域 の長時間にわ

たる刺激,胃 管よりの酸分泌中和作用はさほど考慮され

なくてよいように思われる.さ らに結腸による再建群の

空腹時,負 荷後の IRGの 変動をみると,対 照諄の分泌

動態と若干異なるが十分な gastrin分泌が認められた.

この分泌動態は VagotOmyの影響が最も大きいと考えら

れる.胃 全易J後は食物が十二指腸内を通過する術式では

胃外性 gastrin放出によりかなり高い gastrin分泌が認

められる報告
14)15)が
多いが,わ れわれの胃全易」後の二術

式間の IRG値 を観察すると図 3に示したごとく予想よ

り二術式間での分泌差は少なかった,以 上の測定結果か

ら大弯側胃管群の IRGは 若干は胃外性 gastrinが含ま

れるかもしれないが, ほ とんどは胃管の G,cellから放

出された little gastrinであり, この IRCの 高値の空

腹時値は pahetal cell領域大量切除による ShOrt iOoP

feed back mechanttmの破綻,Vagotomyの 影響が大き

く関与し,さ らには,後 で述べる ShOrt iOoP feed back

mechanism減 弱が複雑に作用しているためと推測され,

負荷後の分泌動態は主に Sl10rt 10op Feed back mechani‐

Smの 破綻によりもたらされたと考えられる.食 道癌術

後に長期生存が期待できるようになりつつある現在,こ

の胃管症例の持続する gastrinの高値が胃腺細胞におよ

ぼす影響についての長期にわたる検索も必要になってく

るのではないかと考えている.

つぎに IRS値 についてであるが, Secretin放出のた
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めには十二指腸内の酸性化 が必要とされ, われわれの

十二指腸内の PHの 変化と膵外分泌機能および 内因性

secretin値との相関についての検討結果でも塩酸は最適

と考えられる (図 7).こ こで beef extract(PH 6.0～

図 7 十 二指腸内塩酸注入による末梢血 secretin値

の変動と膵外分泌機能一麻酔下雑種成犬による実

験成績―

増  3 0  6 0  9 0  1 2 0  b J 略 3 0 6 0

箱グラフは膵液量,―●―は末梢血 s e c r e t i n

7.0)負荷による IRS値 の変動をみると四術式とも分

泌元進は認められなかった。 胃全易J症例ではに 指腸

内の酸性化に必要な酸分泌の場を欠如しているため当然

secretin放出は起こらないと考えられる。大弯側胃管は

少量ではあるが酸分泌の場が残存しており,こ の酸分泌

能について各種胃液検査による検索を行ったが,SeCretin

分泌元進をもたらすに十分な PHの 低下は得られなか

った.こ の結果から, 胃管群の IRS値 が負荷後も低値

であるのは胃管の外分泌能に起困したものであろうこと

は容易に推測される。しかしながらここで対照群の IRS

値の変動をみると,パ ラつきが大きいのが特徴的で,平

均値は従来考えられてきたような負荷後早期の IRC上

昇につづく IRS上 昇は認 められない (図4参照)。 こ

の結果については,現 在の IRS測 定 kitの問題もある

が,わ れわれは最近の臨床的,実 験的研究から健常成人

における食後早期 の Secretin分泌動態は陣外分泌機能

元進とは予想されたほどは相関せず,食 後早期の膵外分

泌機能刺激作用の体液性因子の主役は現時点ではむしろ

CCK‐PZぉ ょび他の体液性困子で, Secretinはむしろ

空腹時に分泌元進を示し,食 後早期には他の困子に相乗

的に作用しているのではないかと考えられる結果を得て

いる。詳細は次の機会にゆずるが,こ の結果を踏えて今

回の大弯側官管の酸分泌能の検討から空腹時の Secretin

放出を推測するに,胃 管群では空腹時にも健常成人のよ

うな分泌は起こらず, 前述のようにこの空腹時 Secretin

・２
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村
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値の低値も 10ng loop feed back mechanismの場から

胃管症例の空腹時 IRC高 値に関与しているのかもしれ

ない。他の体液性因子を含めて今後の検討が必要であろ

う。

結  浦

大弯側胃管 による食道再建症例 の beeF extract負荷

による内因性 gastrin,secretin分泌動態 を120分間 にわ

たり観察し,さ らに胃管の酸分泌能についても検討し次

のような結果を得た。

(1)大 弯側胃管症例の gastrin値は空腹時,負 荷後

120分間にわたり対照群,お よび他術式と比較し高値を

呈した.

(2)目 管症例の Secretin値は負荷後も低値であっ

た .

(3)大 変側胃管の酸分泌能は症例によってはある程

度は保たれていたが,Secretin放 出に必要な酸分泌は認

められなかった。

(4)大 弯側胃管症例の gastrin高値は Short and long

iooP feed back mechanism,vagotomyの 影響 によりも

たらされた結果と推測される.

本論文 の要旨は第21回 , 日本消化器病学会秋季大会

(於前橋)に て発表した。
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